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海水中の微細粒子に吸着したセシウムのほとんどは 
海洋生物に移行せずに排出される可能性 

 
環境放射能研究所・高田兵衛准教授らは、福島沿岸海域において海水に含まれ

る微細粒子中の放射性セシウムの吸着状態を調べた結果、ほとんどが強固に吸着

していることを明らかにしました。 

2019年から2021年にかけて、福島県の沿岸海水に含まれる微細粒子を採集し、

この粒子に含まれる放射性セシウムの吸着状態について調べました。その結果、

放射性セシウムの平均 0.8％は生物に取り込まれやすい状態（イオン交換態）、

2.1％は有機物に含まれている状態（有機態）でしたが、平均 97％は強固に粒子

に吸着している状態であることが明らかとなりました。 

これは沿岸に生息する海洋生物が、餌とともに放射性セシウムを含む微細粒子

を取り込んだとしても、ほとんどが筋肉など体内へは移行せずに排出される可能

性が高いことを示しています。今後の海洋生物への放射性物質による汚染経路を

評価するための重要な情報となります。 

※本成果は 2024 年 4月 19 日付で国際学術誌「Marine Chemistry (マリンケミ

ストリー)」に掲載されました。 

 
【研究内容】 
高田兵衛准教授の研究グループは 2019 年から 2021 年にかけて、福島沿岸（富

岡川河口付近の沿岸、図 1）の海水に含まれる微細粒子を採集し、それらに吸

着している放射性セシウムの状態（吸着状態）を調べました。微細粒子に対し

て２種類の抽出液を加え、３つの吸着状態（①イオン交換態、②有機物に含ま

れている状態、③強固に吸着している状態）にわけました。そのうち、微細粒

子中の放射性セシウムは３つの吸着状態のうち、①および②は生物へ移行しやす

い弱い吸着状態と考えられます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 福島沿岸（富岡川河口付近の海岸）調査地点（左）と海水採取風景（右）。 
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【研究結果】 

海水に含まれる微細粒子中の放射性セシウムの吸着状態の割合について経年

変化を見ると、①イオン交換態は 0.4-1.3%（平均 0.8%）でした。②有機態は

0.1-5.5%（平均 2.1%）でした。残りの③平均 97％は強固に吸着している状態で

した。したがって、沿岸海水中の微細粒子に含まれる放射性セシウムのほとんど

は海洋生物の筋肉等の体内に移行しにくい、③強固に吸着している状態であるこ

とがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 微細粒子における放射性セシウムの吸着状態割合の経年変化 

 

【成果の意義】 

これまで、海水に含まれる微細粒子に吸着している放射性セシウムは海洋生物

の放射能汚染の一つと考えられていました。しかし、本成果によって海洋生物が

餌とともに放射性セシウムを含む微細粒子を取り込んだとしても、ほとんどが筋

肉など体内へは移行せずに排出される可能性が示されました。今後の海洋生物へ

の放射性物質汚染経路を把握するうえで非常に重要な情報となります。 

 
図 3 海水中の微細粒子に含まれる放射性セシウムの吸着状態割合のイメージ 
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成果の意義

これまで、海水に含まれる微細粒子
に吸着している放射性セシウムは海
洋生物の放射能汚染の一つと考えら
れていました。

海洋生物への放射性物質汚染経路を

把握するうえで非常に重要な情報となります。

本成果によって海洋生物が餌とともに放
射性セシウムを含む微細粒子を取り込
んだとしても、ほとんどが筋肉など体内
へは移行せずに排出される可能性が示
されました。
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